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【公開日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0565   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０２　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月14日(2011.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体電解質を含むセパレータと、
　該セパレータの両側に配置された２つの電極であって、該２つの電極の各電極は、該電
解質が該２つの電極のうちの少なくとも１つに浸透するように、該セパレータに接触する
第１の面と、該第１の面に対向する第２の面とを有する、２つの電極と、
　各電極の該第２の面に配置されたコレクタと
　を備え、
　１つの電極または両方の電極は、
　電解質で充填されており、かつ、
　１つの電極または両方の電極が線状、上方に凹形、または下方に凹形の有孔率勾配を含
むように、該電極の該第２の面から該第１の面に向かう方向に沿って増大する有孔率を有
している、電池。
【請求項２】
　前記電極の有孔率の平均は、１０％～７０％である、請求項１に記載の電池。
【請求項３】
　前記電極の有孔率の平均は、２０％～５０％である、請求項２に記載の電池。
【請求項４】
　前記電極の有孔率の平均は、３０％～４５％である、請求項２に記載の電池。
【請求項５】
　前記電極の前記第１の面における該電極の有孔率は、該電極の有孔率の平均よりも少な
くとも１０％大きい、請求項１に記載の電池。
【請求項６】
　前記電極の前記第１の面における該電極の有孔率は、該電極の有孔率の平均よりも少な
くとも２０％大きい、請求項１に記載の電池。
【請求項７】
　前記電極の前記第１の面における該電極の有孔率は、該電極の有孔率の平均よりも少な
くとも３０％大きい、請求項１に記載の電池。
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【請求項８】
　前記電極の前記第２の面における該電極の有孔率は、該電極の有孔率の平均よりも少な
くとも１０％低い、請求項１または５に記載の電池。
【請求項９】
　前記電極の前記第２の面における該電極の有孔率は、該電極の有孔率の平均よりも少な
くとも２０％低い、請求項１または６に記載の電池。
【請求項１０】
　前記電極の前記第２の面における該電極の有孔率は、該電極の有孔率の平均よりも少な
くとも３０％低い、請求項１または７に記載の電池。
【請求項１１】
　前記電極の有孔率は、該電極の前記第２の面から前記第１の面に向かう方向に垂直な方
向に沿って±１０％を超えて変動しない、請求項１に記載の電池。
【請求項１２】
　前記電極の有孔率は、該電極の前記第２の面から前記第１の面に向かう方向に垂直な方
向に沿って±５％を超えて変動しない、請求項１に記載の電池。
【請求項１３】
　前記電極の有孔率は、該電極の前記第２の面から前記第１の面に向かう方向に垂直な方
向に沿って±３％を超えて変動しない、請求項１に記載の電池。
【請求項１４】
　前記電極の有孔率は、該電極の前記第２の面から前記第１の面に向かう方向に垂直な方
向に沿って±１％を超えて変動しない、請求項１に記載の電池。
【請求項１５】
　前記電極は、該電極に沿って任意の位置において５％未満変動する傾きを有する前記第
２の面から前記第１の面への有孔率勾配を有する、請求項１に記載の電池。
【請求項１６】
　前記電極は、該電極に沿って任意の位置において１０％未満変動する傾きを有する前記
第２の面から前記第１の面への有孔率勾配を有する、請求項１に記載の電池。
【請求項１７】
　前記電極は、該電極に沿って任意の位置において１５％未満変動する傾きを有する前記
第２の面から前記第１の面への有孔率勾配を有する、請求項１に記載の電池。
【請求項１８】
　液体電解質を含むセパレータと、２つの電極と、２つのコレクタとを有する電池を製造
する方法であって、
　該方法は、
　該セパレータを用意することと、
　該セパレータの両側に該２つの電極を配置することであって、該２つの電極の各電極は
、該電解質が該２つの電極のうちの少なくとも１つに浸透するように、該セパレータに接
触する第１の面と、該第１の面に対向する第２の面とを有する、ことと、
　各電極の該第２の面にコレクタを配置することと
　を包含し、
　１つの電極または両方の電極は、
　電解質で充填されており、かつ、
　１つの電極または両方の電極が線状、上方に凹形、または下方に凹形の有孔率勾配を含
むように、少なくとも１つの電極の該第２の面から該第１の面に向かう方向に沿って増大
する有孔率を有している、方法。
【請求項１９】
　前記２つの電極のそれぞれは、各電極の前記第２の面から前記第１の面に向かう方向に
沿って増大する有孔率を有している、請求項１に記載の電池。
【請求項２０】
　前記２つの電極のそれぞれは、各電極の前記第２の面から前記第１の面に向かう方向に
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沿って増大する有孔率を有している、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　１つの電極または両方の電極は、下方に凹形の有孔率勾配を含む、請求項１に記載の電
池。
【請求項２２】
　１つの電極または両方の電極は、上方に凹形の有孔率勾配を含む、請求項１に記載の電
池。
【請求項２３】
　１つの電極または両方の電極は、線状の有孔率勾配を含む、請求項１に記載の電池。
【請求項２４】
　１つの電極または両方の電極は、下方に凹形の有孔率勾配を含む、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２５】
　１つの電極または両方の電極は、上方に凹形の有孔率勾配を含む、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２６】
　１つの電極または両方の電極は、線状の有孔率勾配を含む、請求項１８に記載の方法。
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